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１）１） 決算のポイント決算のポイント

① 第１四半期の売上高は過去最高を記録

② チケットの仕入コスト増・出版物の返本影響の

要因により、一時的に粗利率が悪化し、赤字

③ 業績予想は、5月発表の期初予想を据え置き

１． ２０１２年度 第１四半期 業績の概要
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２０１２年度 前期からの増減

売上高 ２４,５１５ ＋２,７６０

営業利益

当期純利益

９６

８６

▲２２０

▲２２２

経常利益 ９１ ▲２２０

前期

２７,２７６

▲１２３

▲１３６

▲１２９

ネット予約などの好調により、過去最高の売上を記録するも、人気チケット
の仕入コスト増・出版物の返本影響等により期初想定通りの赤字

前期との比較【連結】
百万円単位

２）２） 前期との比較前期との比較
１． ２０１２年度 第１四半期 業績の概要

引き続き、チケット販売を中心に事業拡大し、
今期の営業利益2億円を達成する
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３）３） 売上と粗利について売上と粗利について
１． ２０１２年度 第１四半期 業績の概要

◆売上高を牽引したのはチケット売上。
大型興行チケットの仕入活動や話題の施設へのチケットソリューション提供、
及びネット販売施策が奏功

◆一方で、粗利率は前年第１四半期８．６％から７．２％に悪化。
大型興行チケットやソリューション先への協賛・宣伝コストの増加・出版点数の抑制の
開始による返本高の影響増加

前年第１四半期と比較して粗利率は悪化しているが
通期では粗利率の改善を見込んでいる
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△２２３８７ △１３５包括利益

２４,５１５

２,０１３

９６

８

１４

９１

４

８６

９１

【前年度】

２７,２７６

２,０７４

８６

３

９

△１２９

６

△１３６

△１２９

売上高

販管費

営業利益

営業外収益

営業外費用

経常利益

当期純利益

＋２,７６０

＋６１

＋３２

△５

△５

△２２０

＋２

△２２２

税引き前当期純利益 △２２０

【２０１２年度】 【前年比】

法人税等合計

百万円単位

少数株主利益

売上原価

差引売上総利益

２２,４０５ ２５,３２５ ＋２,９２０

２,１１０ １,９５０ △１６０

△１２３ △２１９

１． ２０１２年度 第１四半期 業績の概要

４）４） 連結損益計算書（要約）連結損益計算書（要約）
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負債の部

流動資産

固定資産

資産合計 ２９,７９０

流動負債

固定負債

負債合計

資本金

資本剰余金

利益剰余金

自己株式

他包括利益

少数株主持分

負債純資産

純資産合計

２４,５７１

１,４０４

４,２３９

４０２

△７８８

△６１

△１８

４２

２９,７９０

３,８１４

３３,３８９

２７,８７０

１, ５２６

４,２３９

４０２

△６１０

△６１

△１８

４１

３３,３８９

３,９９２

売掛金等

商品等

その他

有形固定

無形固定

投資その他

１２,６７２１５,８５７

１３,１０３１３,０２１

１０２８９

８２０１,０６２

２６,６９７３０,０２９

２７８２７９

１,６６０１,９２３

１,１５４１,１５７

３,０９２３,３６０

純資産の部

現預金

流動資産：前年比３,３３１減少

固定資産：前年比 ２６８減少

資産の部

【前期末】 【２０１２/６末】

合計

流動負債：前年比３,２９９減少

２５,９７５２９,３９６

百万円単位

※

※

※

【前期末】 【２０１２/６末】

１． ２０１２年度 第１四半期 業績の概要

５）５） 連結貸借対照表（要約）連結貸借対照表（要約）
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【２０１２予想】

１０１,９４７

８６

８７

９３

【２０１１年度】

１００,０００

２００

１５０

１７０

売上高

営業利益

純利益

経常利益

百万円単位

【２０１２予想】

４７,９３８

▲１０４

▲１３０

▲１１８

【２０１１年度】

４５,０００

▲３５０

▲４００

▲３６０

上期 通期

5月発表の上期・通期の業績予想は据え置き。
利益成長の実現をテーマに掲げ、利益を倍増する。

２０１２年度 業績予想

【連結PL】
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